
 

各種学会の研修単位が認定される予定ですので、各制度の規定により申請してください。 

申請対象期間が設けられている講座もございますのでご注意ください。 

※『★e-ラーニング』と付記しているセッションは e-ラーニングシステムをとおして 

受講いただく必要がございます。 

e-ラーニングシステムの詳細につきましては別途メールにてご案内いたします。 

 

（１）日本産科婦人科学会  

関連の単位は以下のようになります。 

学術集会参加  学会付与単位 １０単位 

         日本専門医機構認定参加単位 ３単位 

日本専門医機構認定 受講単位 

産婦人科領域講習  １単位 

○産婦人科領域講習の単位を希望される方   

対象セッションを最初から最後までの視聴とその後の設問回答をもって単位を付与いたします。設問回答は

８０％以上の正解率が必要となります。 

視聴だけでは付与対象になりませんので、ご注意ください。 

各単位セッション時間を確認し、必ず時間内に視聴ならびに設問回答を完了させてください。 

下記のセッションで産婦人科領域の単位が取得できます。 

※産婦人科領域講習の単位を希望される方は必ず 10月 21 日（木）17:00 までに参加登録を完了させてくだ

さい。 

●産婦人科領域講習 対象セッション● 

■10月 23日 15：30～16：30 ※ライブ配信 

特別講演 尾仲 達史『オキシトシンと社会的行動 オキシトシンの両方向性作用』1 単位 

■10月 24日 10：30～11：30 ※ライブ配信 

特別講演 佐藤 摩利子『「からだの自己決定権(Bodily Autonomy)」：命をつなぐ国連人口基金

（UNFPA）の 

活動から考える女性の選択と権利』1単位 

 

※上記2セッションの視聴はライブでの視聴に限ります。 

ライブでの聴講後『★e-ラーニング』より確認テストを受験してください。 

10月 24日（日）23:59 までに受講・設問回答が終了していることが単位付与条件となります。 

 

■オンデマンド配信 

教育セミナー 北村 俊則『ボンディング障害について』 

※上記セッションは、『★e-ラーニング』より聴講・確認テストを受験してください。 

単位についてのご案内 



10月 23日（土）～10 月 30 日 8:59 までに受講・設問回答が終了していることが単位付与条件となり

ます。 

 

○学術集会参加単位を希望される方 

オンライン開催ページ内にあります『日本産科婦人科学会学術集会参加単位申請フォーム』より必要事項の

登録をお願いいたします。事務局側でのログイン記録の確認を行います。 

 

 

（２）日本産婦人科医会  

10月23日（土）、24日（日）の2日間が参加証付与対象となります。 

日本産婦人科医会研修参加証（シール）は、別途郵送します。 

参加証希望の方はオンライン開催ページ内にあります『日本産婦人科医会参加証申請フォーム』より必

要事項の登録をお願いいたします。 

※事務局側でのログイン記録の確認を行います。ログイン記録が1日の場合は参加証(シール)1枚、両日

参加の場合はシール2枚となります。 

 

 

（３）日本精神神経学会  

日本精神神経学会 精神科専門医制度 

取得単位数：単位付与対象セッションの受講で3 単位（ポイント対象学会の B 群） 

取得方法：取得希望の方はオンライン開催ページ内にあります『日本精神神経学会参加証申請フォー

ム』より必要事項の登録をお願いいたします。 

受講ログを取りますので、途中退出することなく、単位対象セッションを聴講してください。（1単位

/1時間） 

大会終了後に運営事務局から受講者リストを日本精神神経学会に提出し、日本精神神経学会確認後、参

加者に単位付与手続きが行われます。 

 

●日本精神神経学会 精神科専門医制度 対象セッション● 

■10月23日 15：30～16：30 ※ライブ配信 

特別講演 尾仲 達史『オキシトシンと社会的行動 オキシトシンの両方向性作用』 

 

■10月24日 10：30～11：30 ※ライブ配信 

特別講演 佐藤 摩利子『「からだの決定権(Bodily Autonomy)」：命をつなぐ国連人口基金

（UNFPA）の活動から考える女性の選択と権利』 

 

※上記2セッションはライブ配信、事後オンデマンド配信いずれかの聴講で申請可。 

 事後オンデマンドで受講の場合は『★e-ラーニング』より聴講してください。 

 

■10/16～11/7 ※オンデマンド配信  ※『★e-ラーニング』より聴講してください。 

教育セミナー 北村 俊則『ボンディング障害について』 

 

 

（４）日本総合病院精神医学会 専門医のためのポイント（３ポイント） 

参加証はWeb学会サイト内に設けております参加者個人のマイページから、ご自身でダウンロード・印

刷をお願いします。申請時まで参加証を紛失されないようご注意ください。 

 

（５）日本周産期・新生児医学会 専門医のためのポイント（専門医研修 ２単位） 

参加証はWeb学会サイト内に設けております参加者個人のマイページから、ご自身でダウンロード・印



刷をお願いします。 

 

（６）日本心身医学会（専門医・認定医・認定医療心理士 ３単位） 

参加証はWeb学会サイト内に設けております参加者個人のマイページから、ご自身でダウンロード・印

刷をお願いします。 

 

 

（７）日本助産評価機構（アドバンス助産師） 

1コマ60分以上のセッションはアドバンス助産師更新要件の選択研修の対象になります。 

受講証明書発行希望の方はオンライン開催ページ内にあります『日本助産評価機構（アドバンス助産

師）受講証 申請フォーム』より必要事項の登録をお願いいたします。 

※受講証は聴講ログを確認後、事務局より送付いたします。 

 

●日本助産評価機構（アドバンス助産師）対象セッション● 

 

≪ライブセッション≫------------------------------------- 

※ライブ配信、事後オンデマンド配信いずれかの聴講で申請可。 

  事後オンデマンドで受講の場合は『★e-ラーニング』より聴講してください。 

 

【１日目】10月23日（土） 

■シンポジウムⅠ  9：00～10：20 

産後ケアと地域連携 

  

■会長講演 10：30～11：30 

妊娠、出産、育児は連続した営み ‐母子の視点で考える‐ 

  

■シンポジウムⅡ 14：00～15：20 

 女性にとっての出産の体験を考える 

 

■特別講演 15：30～16：30 

オキシトシンと社会的行動 オキシトシンの両方向性作用 

 

【２日目】10月24日（日） 

■シンポジウムⅢ 9：00～10：20 

母親にとって実効性のある支援とは 

 

■特別講演 10：30～11：30 

「からだの自己決定権」bodily autonomy 

 

≪オンデマンドセッション≫------------------------------------- 

※『★e-ラーニング』より聴講してください。 

■教育セミナー  

ボンディング障害について 

  

■教育セミナー  

母子のための地域包括ケアシステム推進／日本看護協会モデル事業を通しての提案 

 

■精神疾患基礎講座 

(各20分となっていますので、全て(計100分)受講で対象となります。) 


